
京都市都市計画局週休二日モデル工事試行要領 

 

１ 目的 

本要領は，建設産業における労働者の労働環境の改善と中長期的な育成・確保を図るこ

とを目的に，都市計画局が所管する建築及び設備工事における週休二日モデル工事（以下

「モデル工事」という。）の試行に関し，必要な事項を定めたものである。 

 

２ 用語の定義 

⑴ 「週休二日」とは，対象期間において，４週８休以上の現場閉所を行ったと認められ

る状態をいう。 

⑵ 「対象期間」とは，工事着手日から工事完成日までの期間をいう。 

 なお，年末年始６日間（１２月２９日から１月３日），夏季休暇３日間（８月１４日

から同月１６日），工場製作のみを実施している期間，工事全体を一時中止している期

間，災害等への対応期間のほか，発注者があらかじめ対象外としている内容に該当する

期間（受注者の責によらず現場作業を余儀なくされている期間など）は含まない。 

⑶ 「現場閉所」とは，巡回パトロール等を除き，現場事務所での作業を含めて１日を通

して現場が閉所された状態をいう。 

⑷ 「４週８休以上」とは，対象期間内の現場閉所日数の割合（以下「現場閉所率」とい

う。）が，２８．５％（８日/２８日）以上の水準に達する状態をいう。 

なお，降雨，降雪等による予定外の現場閉所日についても，一日を通して現場が閉所

された場合は，現場閉所日数に含めるものとする。 

 

３ 対象工事 

 本試行の対象は，都市計画局が発注する建築及び設備工事のうち，入札公告及び設計図

書に｢週休二日モデル工事｣である旨を明示した工事とする。 

 

４ モデル工事の取組内容 

⑴ 工事着手前 

・ 監督員及び受注者は，工事着手日を協議により決定するとともに，工場製作のみを

実施している期間など対象外とする期間についても協議により決定し，「対象期間」

の設定を行う。 

・ 受注者は，現場閉所予定日等を記載した実施工程表（参考様式１）を作成し，監督

員に提出する。また，概成工期が特記された場合は，実施工程表に明記する。監督員

は，受領した実施工程表から現場閉所予定日及び現場閉所率を確認する。 

⑵ 工事中 

・ 受注者は，三週間工程表など工程を記録した書類に現場閉所日を記載（参考様式２）



し，監督員に提出する。 

・ 受注者は，主要な工程（準備，基礎工事，躯体工事，外構工事等）が完了するごと

に，本試行の課題や問題点を抽出し，監督員に書面（参考様式３）で報告する。 

・ 監督員は，工程の見直し等が生じた場合には，その都度，実施工程表の再提出を求

め，現場閉所予定日及び現場閉所率を確認する。 

⑶ 工事完成後 

 受注者は，最終の現場閉所割合を報告（参考様式４）するとともに，本市のアンケー

ト調査に協力する。 

⑷ 工事成績評定 

 監督員は，週休二日が達成された場合，工事成績評定において加点評価する。 

⑸ モデル工事である旨の見える化 

 受注者は，工事現場における公衆の見やすい場所に，モデル工事である旨を明示する。 

 

５ モデル工事の留意事項 

⑴ 現場閉所の状況の確認に当たっては，既存の書類を活用するなど，事務負担が増大し

ないよう工夫する。 

⑵ 監督員は，現場閉所日に作業を発生させるような指示を行わないことや，受注者から

の協議にはできる限り速やかに対応するなど，週休二日の取組を円滑に推進するよう

努める。 

⑶ 監督員及び受注者は，一つの工事現場において，設備工事，内装工事等の後工程の適

正な施工期間を考慮するとともに，全体の工程に遅延が生じないよう，各工事（別途で

発注した工事を含む。）のスケジュール等を調整する。 

⑷ 受注者は，工事一時中止を行うなど，発注者により対象外とする期間が変更される場

合，その都度，監督員と協議し対象期間を再設定する。 

⑸ モデル工事であることを理由にした請負代金額及び工期の変更は行わない。 

 

６ 施行期日 

 この要領は，令和元年６月１０日から施行する。 


